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　今回紹介する学生さんは 1回生の本田湧大（ほんだゆう
だい）君です。出身は福島県の福島市です。
　小学 3年生からボーイスカウトを行っていて、高校生に
なると小学生や中学生を教育する立場にあったそうです。
その子供に教えるといったスキルを、今、学生企画チーム
DOKKOのふく子屋で応用し頑張っています。
　また、誰かの頑張っている所や輝いているところを発信
する事がカッコいいという思いから、広報部で活動してい
ます。
　そんな彼の何よりの強みは誰よりもメモをとることで
す。メモを取りながら話
を聞くことで、頭の中で
整理し論理的に自分の中
にインプットしているそ
うです。将来は色んな分
野の方から話を聞き、知
見を広めたいそうです。
とても、勉強熱心ですね。
彼の経験やコミュニケー
ション能力には学ぶべき
事がたくさんありそうで
す。
（1年 : 山﨑愛悟）

　今回は、丹波生活衣館に設
立当初から関わる四方美代子
さんからお話を伺いました。
 　四方さんは、福知山市出身
の大正12年生まれで、平成8
年から丹波生活衣館の設立に
関わられてきました。
 　生活衣館設立に関わるよう
になったきっかけは、「明治時
代から大正時代の農村の文化
を次世代に守り伝えたい」と
願い、丹波地域の生活衣を収

集していた知人の思いに賛同し、生活衣展示の手伝いをしたこ
とだったと言います。
 　生活衣館設立のために人脈をつくり、400人分の署名を集め
るなど設立には多くの苦労があったそうです。設立後も、生活
衣についての本の執筆者の一人として関わり、多くの人に生活
衣の文化を伝える活動をされてきました。
  お話するなかで、四方さんは、「現代では、衣服を作る過程を
日常で行うことはほとんどなくなり、昔から着られていた着物
を作る裁縫の技術がなくなってしまう」とおっしゃっていまし
た。そのような状況の中で、どのような大学生活を送ってほし
いかという質問に対し、子供やお年寄りと話をして視野を広げ
たり、昔ながらの文化を自分自身で体験してほしい、という意
見をいただきました。
 　インタビューをしていて、四方さんの日常にあるささやかな
物に関心を持つ姿勢は、若い世代に大切な姿勢だと感じました。
（１年：坂野井利緒）
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なぐ全国リレー「RUN伴 2019」の福知山開催
を前に、「認知症と地域社会」をテーマに開きま
した。福知山で「RUN伴」や認知症の活動に取
り組む方々を講師に、認知症やRUN伴の活動
について学び、交流しました。RUN伴にランナー
として参加する公立大学生が10数名参加し地
域の人々と認知症について学びました。
　市民と学生、大学教職員が共に学び育て合う
場をつくろう！「まちびとゼミ」では、講師を募っ
ています。

市民学習・キャリア支援センター長
まちかどキャンパス専門委員会

委員長    谷口 知弘
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認知症について話し合う学生と市民(2019.10.17)

福知山踊りを習って踊る (2019.7.31)

　市民の方々が講師となって学生や市民と一
緒に学んで交流する場が「まちびとゼミ」です。
　ドッコイセまつり間近の７月末、福知山が
誇る郷土芸能、明智光秀ゆかりの「福知山音
頭と踊り」の歴史や魅力を学び、踊りを体験
しました。明智光秀と言えば広小路商店街理
事長の吉田博さん、熱い熱い語りでした。そ
して踊りは若者に人気のゲタ踊り。福知山ゲ
タ踊振興会のご指導で踊りました。子どもか
ら学生、大人まで一緒にゲタを鳴らす賑やか
なまちびとゼミになりました。
　秋には、認知症の人や家族、支援者、一般
の人が少しずつリレーをしながらタスキをつ
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